
学会・研究会等の活動

奈文研を会話言にして、下記の学会 ・研究会等が

開催された。

-木簡学会

木簡学会は、 1996年12月7-8日の両日、

第18回研究集会を平滅宮跡資料館で開催

した(参加者約170名)。今回は韓国出土

の木簡をテーマとし、問中俊明(滋賀県

立大学)r韓国木簡出土の現状」、李成市

(早稲田大学)r特園出土の木1liiについて」

の報告があった。 また、 ll.i近の国内出土

事例の報告は以下のとおり。山下信-i!11

fI996年金園出土木簡概要」、山田兵宏 u.~

取市埋蔵文化財調査センター)r.r.~取市岩

吉遺跡出土の木簡」、加賀見省一(兵庫県

日市町教育委員会)r祢キliケ森遺跡t出土

木1liiJ、汗j"7ドみき (向日市教育委只会)r公

開7江東一坊大路西側消出土の木前)。な

お、大会に合わせ r木術研究J18号を発

刊した。 (書官野和己)

+畏屋王家木簡検討会

平J成宮跡発掘調査部史料開査室では、

1990~ló度以来、長届王家木flîi検討会をも

ち、大量に出土した長屈王家木fffi・二粂

大鈴木簡の釈読にあたるととも に、年に

2回の研究会をおこなっている。96年度

は2度の釈読検討会と、以下の研究会を

ひらいた。12月13EI : 1"1脇村l二(京都板i

女子大学) r長屋王家の 『家産』経営」 ・

古尾谷知治 「一長屋王家のì~官Jo 3月26

日:和困惑(京都教育大学)r南山の九頭

竜」・佐藤宗詳(奈良女子大学)r長屋王

家木簡小考_rjifrJ 1::その機(j~J。 なお所

外研究者I;t.、狽池森山幸(京大寺)・岩本次

郎(申子鴎短期大学) ・鬼~lih'fl明(東洋大

学:)・東野治之(大阪大学)各氏が釈読検

討会と研究会に、直木容:次郎 (1下子凶短

期大学)・門脇禎二・狩野久(岡山大学)・

l対根Jll盗 ・佐藤宗誌の各氏が研究会に毎

回参加されている。 (a:!野和己)

'条里制研究会

粂1tUr，ljに|刻わる学際的な研究会で、現在

会只数は考古学 ・地理学・文献史学の研

究者など約350入。毎年1回の研究大会を

などを収めた会誌 『粂m.lnlj研究』を刊行

している。97年3月8-9日には「粂旦

とnn?むをテーマに節目回大会を奈文研
で|湖Hl1した。今後lま者I1市の11日組も秘極的

に取り上げる研究会tして発展させよう

とする:j)'g~ もなされている。(山中敏史)

φ官営工房研究会

12月24日に研究会を1mき、櫛木減周(京

都府立大学) r首都におり る手工業の展

Bf.lJの報告後、質疑 ・討論をおこなった。

櫛木氏は、官営工房に限定せず、者I1城の

手工業の問題を、手工業生産の首都への

集約tいう観点から、首都としての特質

を見据えつつ、平安時fにまで展望した。

この報告をめ守って、長鹿王家木簡にみ

える工人たちが長屋王家専属なのか、工

人たちの活動痕跡、を遺，HHして確認でき

るのか、官営工房の専属労働者i'1::雇用労

働者の賃金支給方法の迷いはなぜ生じる

のかなどの点を議論した。今後も考古学

と文献史学の共同による11~I>jljの事例研究

を重ねていく予定である。なお、昨年度

の研究会の成果を r官営工房研究会会報

4 J として刊行した。

・中国建築史研究会

(渡遁晃宏)

問中i炎氏(京大人文研)を，"心とする中

国主l!築史研究会を 4回開催した。発表は

以下のtおり。7月22日 :何倍紙(香港

中文大学)r唐代仏寺 ー 『献l剖寺図経』

と数値縫匝|“浄土変相"小考ー」、 11月18

日:i;}鴻iめ(中国社会科学院考古研究所)

「足dえ安大i別宮合元般の考古発UH復原

研究の新収穫一平械宮第1次大極殿と

の相同点一」、 3月6日:揚志11f(黒部江

作文物管理局)r湖海上京龍jj!l~f遺跡・の発

掘と整備J、 3月11日 :架原仲治(総合研

究大学院大学博士号ぷ程)r宮市lの再分類お

よび国有性」 ・坂悶昌平(京都大学大学院

人IIH ・環境学研究科修士i~程) rmftu江朝
鮮族の*務と住ま t、Jo (浅川滋男)

'建築史談話会

~築史談話会l立関西の建築史研究者 ・ 修

理技術者等の研鈴と交流の場である。以

下の研究発表および見学会をおこなった。

6月1日:金剛峰寺不自'J:監修理工事現場
見学会。 7月13日 :i筒井一光(大阪市立

博物命η「尾張式社殿配置の研究」 ・黒田

講演する栂鴻助先生(中国建築史研究会)

の解体凋査Jo 10月18日 :冨ね義幸(京都

大学大学院)r法成寺の慌について」 ・藤

岡県児(名古屋造形芸術大学)r，日l山市成

の近世寺主1:大工の階府性についてJo11月

8日:本願寺飛議開修理工事現場凡学会。

12月7日:滞日正人(名古屋市立大学)

「中世日II{立式t平安宮大極殿」・光井渉

(神戸芸術工科大学) r山岸常入者 『日本

建築の方法論』を斬る」。

・古代の土器研究会

{箱崎和久)

歴史時代の土器の機相の解明を目的とし

て活動をおこなっており、 1991年からは

(.f年 l回のl，1ilj合でシンポジウムを聞いて

きている。今年度は9月24・25日に第5

回シンポジウムを開催し、土問i器の者:炊

具に|測して各地域の事例を検討した。都

械で使用する煮炊具lま「者II~成型」と I呼べ

る定型化したもので、その生産す;集団は

者11織の移動にともなって移住し生産をお

こなう こと や、地方との交流が明確とな

るなど多くの成巣を待た。(玉田芳英)

-東アジア旧石器研究会

1997~F-3月23日、奈文liJfて.5誌協会「京ア

ジ、アll!.:古の人類文化を求めて」をunいた。
税演者l主、'P'l慰文教授(古脊椎動物 ・古

人類研究所) 1::謝飛所長(河北省文物研

究所) o ~布教授は広西百色遺跡U't州大j岡

遺跡での11ft.新の発掘成果を報告し、謝所

長は、 i尼河湾地区で実践しつつある旧石

器研究の方法論と前・中Jtllの|日石総逃跡、

の調査状況を諮った。いずれも故新の中

国旧石器研究の成果t問題意識の日さを?

示した。 {加E富良二)

・埋蔵文化財写真技術研究会

7月5-6臼の両日、第8回研究会をお

こなった。参加者約100名。研究会のH寺Jtll

にあわせ、西安碑林博物館の繰忠、民氏を

招刊し、講演していただいた。r型文写兵

{持I<とともに、研究報告や発掘事例報告 龍二 (神戸大学)r神戸市北区前中家住宅 研究J¥'01. 7ぞ刊行。 {佃 幸宇緩)
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